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小学校英語の大切さ
上智大学外国語学部教授

吉田研作

1. 本調査結果の概観

すでに多くの小学校で英語教育が行われて

いますが、文部科学省（以下、文科省）の調査

（「小学校の英語教育に関する意識調査」2004）

をみると、小学校英語の必修化などの本格導

入について、教員は保護者に比べて消極的

であるなどの結果が出ています。そこで、小

学校の英語教育の実態や教員の意識につい

て、さらにもう少し細かく把握することを目的

として、本調査は実施されました。

本調査の結果からは、小学校英語のさまざ

まな実態や教員の意識について、改めていろ

いろと見えてきました。調査結果から明らか

になったことの１つに、英語の年間時数で分

類すると学校ごとの違いが見えてくる、という

ことがあります。たとえば、英語の年間時数

が多い学校ほど、「うまくいっている」と感じて

います。また、「外国語指導助手（ALT、AET

など）」が中心となって指導している学校は多

いものの、年間時数が多い学校では「学級担

任」が積極的に英語の授業に関わっているこ

となどがわかりました。

（1）行政は早期対応を

一方で、「中学校との接続・連携」「教材開

発の時間や準備のための時間」「英語教育に

関する教員研修」などさまざまな条件が不足

していることが本調査からわかり、整備すべ

き課題も見えてきました。なかでも、中学校

との連携は非常に重要な問題です。中学校・

高校を含めた英語教育全体を再構築しなが

ら、小学校英語のあり方を考えることが必要

になると思います。また、英語の年間時数に

よっても学校が抱える課題に差が見られま

す。年間時数が多い学校ほど、教材開発や

ALTとの打合せ時間の確保が課題と感じて

いるようです。

こうしたことから、小学校における英語教

育の必修化の実現のためには、文科省や地

方自治体の教育委員会がその準備にどのくら

い力を注げるかがポイントになるでしょう。た

とえば、教材面では、単に教材を提供するだ

けでなく、その使い方を含めたトレーニング

を行っていけるか。研修面でも、英語の授業

に携わる先生方すべてに 2 ～ 3 週間という

集中した研修時間が必要になった場合、それ

ができるか。もし文科省だけで行うのが難し

今、公立小学校への英語教育導入をめぐる議論が盛んです。実際に、全国の 9 割を超える小
学校ですでに何らかの形で「英語教育」が行われていますが、熱心な自治体や学校とそうでないと
ころがある実態や、小学校で英語を教える意義についてはあまり知られていません。ここでは、
我々の調査結果から見た小学校英語の実態について概観し、その上で、日本の小学校英語が今後
どうなっていくのかについて、私の考えを述べたいと思います。
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ければ、まず、地方自治体の指導者向け研修

を集中的に行い、その人たちが各自治体で

指揮をとっていくような形が実現できるか、な

どです。小学校英語の必修化が早く決まれ

ば、それだけ早く準備に入れます。はっきり

とした計画を立てて予算がとれれば、必修化

されるまでに、ある程度のことはできると思

います。

（2）小学校教員の意識

さらに英語の必修化に対する賛否につい

ては、小学校の先生方の意見が分かれてい

ます。先生方には、先に述べた条件面が整

備されないまま英語が必修化され、負担がさ

らに増すことや、英語指導そのものへの不安

があり、納得してもらうのはなかなか難しい

でしょう。しかし、今回の調査結果から、先

生方は小学校から英語教育を行うことに対し

て反対しているわけではないこともわかりま

した。早い時期から英語を学ぶことは有効と

考えている先生も多くいるようです。先生方

は、「いろいろな課題を抱えているけれど、や

ってみようよ」という勇気はもっていると私は

思います。そういう意味で、条件整備を進め

ることがとても重要だと思います。

2. 小学校英語の意義とは

ここまでは、我々の調査結果からみた小学

校英語の実態について述べてきましたが、以

降は小学校英語の重要性やその意義につい

て述べたいと思います。

（1）小学校英語のこれまでの流れ

公立小学校での英語教育は、国際化が急

速に進む中、当初は産業界の要請を受ける

形で検討が始められ、既に20年がたちまし

た。1992年から研究開発学校での実践研究

が始まりましたが、それらの学校の研究成果

は、残念ながら汎用性を持つものではなく、

どこの学校でもすぐにそのまま実践できる内

容ではありませんでした。

その後、2002年から新学習指導要領の実

施に伴い、「総合的な学習の時間」を使った

英語活動がどの学校でも可能になりました。

そして2006年 3 月、中央教育審議会の外国

語専門部会が「小学校 5 年からの英語必修

化」を提言しました。正式に決まれば、2010

年から全国の公立小学校で 5年生以上が全

員英語を学ぶことになっていましたが、その

後、いじめ問題、高等学校の必修科目未履修

問題などが明るみに出たことが影響して、中

央教育審議会での最終答申が出ないまま、今

日に至っています（2007年3月現在）。実施時

期については、遅れる可能性が出てきました

が、教育課程審議会では、既に小学校からの

英語教育の必修化について、外国語専門部

会の答申通りの報告が承認されていますの

で、小学校英語導入の方向性は変わらない
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ものと思います。

（2）学校による違いと教員研修の重要性

このように、小学校で英語をやるべきだ、

という風潮や意見は強まってきているものの、

まだ正式な教科となっていないために、何を

教えるのか、誰が教えるのか、教材はどうす

るのか、という根本的な問題について、公教

育として統一されたものがないまま今に至っ

ています。

その結果、今、どういうことが起こっている

かというと、熱心に独自の英語教育に取り組

み、成果を上げている自治体があるかと思え

ば、ほとんど成果が上がっていない学校も多

い。つまり、調査結果からもみられるように、

学校間の格差が非常に広がってきています。

必修にすることで、少なくとも5年生以上は、

学校間の格差をなくすことが一つの大きなね

らいですが、それによって、小学校の英語教

育を、汎用性のあるきちんとしたものにして

いく必要があります。

こうした取り組みを進めていくにあたって

は、小学校の先生たちは英語を教えることを

前提に教員になったわけではないので、教

員への研修をきちんと整えなければいけま

せん。ALTや日本人の英語指導者とのティ

ーム・ティーチングをどう生かすかも含めて、

研修についてはそれぞれの地域の教育委員

会がきちんと方針を決め、プログラムを作っ

ていく必要があります。また各学校も教育委

員会に任せるのではなく、主体的に英語教育

に取り組むことが大切です。

（3）英語の重要性の高まり

なぜ小学校に英語が必要なのか。私は大

きく二つの理由があると思います。一つは、

世の中、世界の流れです。良い悪いは別とし

て、今は英語の力がないと、国際社会で主張

していくことができません。EUなどでは、三

言語主義が主張されていますが、それは、母

語、近隣諸国の言語を一つ、それに、近隣諸

国以外の人とコミュニケーションをするため

の英語、です。日本人も、お隣の韓国や中国

との今後の関係を考えたとき、韓国語や中国

語を学ぶ必要性が高まっていくでしょうし、そ

れらの言語の教育をもっと盛んにしていかな

ければなりません。しかし、日本には、年間

670万人以上の外国人が訪れていますし、約

1700万の日本人が海外に出ていっています

（平成16年）。そうなると、単に近隣諸国の言

語のみならず、世界中の人とコミュニケーシ

ョンできなければなりません。そして、その

時に必要となるのは、現在、国際語として使

われている英語です。特に、20年、30年後

の世界を考えたとき、日本の子どもたちが

大人になった時には、どうしても英語ができ

なければ日本人は世界から取り残されてし

まうでしょう。
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（4）小学校から英語を始める必要性

小学校に英語が必要なもう一つの理由は、

中学校から始めるのでは遅い、ということで

す。中学校から始めた英語でものになってい

ないという現状があるわけですから、それを

少しでも改善するためには、英語開始年齢を

下げることが重要です。英語に慣れ親しみ、

英語を体で覚えられる時期に取り入れる。コ

ミュニケーションとはどういうものか、文法な

どの構造的知識をあまり考えずに、遊びの中

でコミュニケーション自体を楽しめる年齢か

ら始めるということが、非常に大切なのです。

体験があって、後から文法や知識を学ぶこ

とによって、あのときやっていたのはこういう

ことだったのか、とわかる。中学校、高校で

は「オーラル・コミュニケーション、実践的コ

ミュニケーションの基礎をつくる」と言っても、

一方で文法は教えなければならないし、書く

ことも教えなければならない。これらをすべ

て行うのは、中学校の週 3時間ではとても無

理でしょう。また、たとえ、中学校での英語の

時間数を多少増やしたとしても、短時間に集

中して英語による実践的コミュニケーション

能力を身につけさせるのと同時に、文法など

の言語形式を同時並行に無理なく学ばせる

のは非常に難しいことです。だからこそ、小

学校では、まず、実践的にコミュニケーショ

ンをするという体験をさせ、ことばというもの

が本来コミュニケーションの道具であること

を実感させることが大切なのです。

その意味で、5年生からの必修化というの

はぎりぎりのところです。できれば3年生か

ら、理想的には1年生からやってほしい。早

くから英語に触れることによって、耳が慣れ、

英語に慣れる時間が増えるのが望ましいと

思います。本調査の結果でも、教員の約半数

が英語教育の望ましい開始学年を小学1年生

と回答しています。ただ、少なくとも5年生か

ら始めれば、実践的なオーラル・コミュニケ

ーションの部分を多少なりとも小学校で担う

ことができるので、中学の3年間で教えなけ

ればならないことを充実させることができま

す。

（5）小学校英語の目的とは

つまり、小学校英語の目的とは、英語の知

識を学ぶことではなく、英語によるコミュニケ

ーションを体験することです。学校はそのこ

とをきちんと説明できなければなりませんし、

そのためにも必修化して、小学校英語の方針

を決めることが必要です。小学校に英語を導

入することで、小・中・高それぞれの英語教

育の役割を明確にし、発達年齢に応じた最

適な教育内容を今こそ考えるべきときなの

です。

机に向かってするばかりが勉強ではありま

せん。英語の授業で子どもたちが体を動か

したり、遊びの要素を入れた学習活動でいき
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いきと学んでいる姿を見て、先生たちも従来

の授業のやり方を変えてみようという動きが

あちこちで起こっています。英語を教えるこ

とが他の教科にもいい影響を与え、学校全体

の活性化につながっているところが多いので

す。

一方で、遊んでいるだけじゃないか、歌を

歌っているだけで何になるのか、という批判

もあります。しかし、人は遊びからたくさん

のものを学ぶのです。勉強は苦労と苦痛を

伴うもので、それを通して「忍耐」することを

学ぶことが大切だ、という人もいます。しか

し、私たちが何かを学ぶ一番の環境は、時間

を忘れて「面白い」と思える時です。自ら、「出

来た」「通じた」「分かった」という体験をする

ことが最も大切なのです。しかし、これらの

体験は、必ずしもことばで説明できるもので

はありません。コミュニケーションは、ことば

だけでなく、その場の雰囲気、ジェスチャー、

顔の表情、服装など、さまざまな要因から成

り立っています。事実、ことばがコミュニケー

ションに果たす役割は30％程度、という人も

いるぐらいです。読み書きなど、ことばその

ものが分からなければコミュニケーションが

できない状況は、中学校や高校、また、大学

等で学んでいく必要があります。しかし、小

学校では、コミュニケーションをすることの楽

しさや喜びを味わうことが大切です。ですか

ら、子どもが、学校から帰宅し「今日、学校

で英語やったよ。楽しかったよ」と言ったと

きに、親がいきなり、「英語で話してごらん」

とか｢どんな単語覚えた？｣などと言わないよ

うにしなければなりません。「何を習ったの？」

と聞かれても、たぶん子どもはあまり答えら

れないでしょう。しかし、だからといって何も

学んでいないということはありません。彼ら

は、英語によるコミュニケーションを体験し、

その中で、「やった！」という体験をしている

のです。

小さいうちは、理屈ではなく、英語にたく

さん触れることこそが大切なのです。ですか

ら、私たち教師や親は、そのようなコミュニ

ケーションの体験をできるだけたくさん子ど

もに与えること、そして、自らも子どもと一緒

になって英語でコミュニケーションすること

が最も大切だと言えるのです。
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